
江
東
区
の
街
並
み
は
今
現
在
も
激
し
く
変

貌
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
再
開
発
が
進
む

臨
海
地
区
は
わ
ず
か
１
年
で
ガ
ラ
リ
と
姿
を

変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
５０
年
後
、
１
０
０
年
後
に
は
現
在
の
風

景
が
ま
っ
た
く
想
像
も
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
変

わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
化
財

係
で
は
、
こ
の
よ
う
に
移
り
ゆ
く
街
並
み
を

資
料
と
し
て
未
来
へ
残
す
た
め
、
平
成
４
年

か
ら
定
点
観
測
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
点
観
測
調
査
と
は
幹
線
道
路
や
川
・
運

河
、
路
地
な
ど
残
し
た
い
景
観
を
決
め
て
、

定
期
的
に
撮
影
す
る
調
査
の
こ
と
で
す
。
区

内
を
深
川
北
部
・
南
部
、
城
東
北
部
・
南
部
、

臨
海
の
５
地
区
に
分
け
、
延
べ
７
９
５
ヶ
所

の
街
並
み
を
撮
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
１
年

に
つ
き
約
１
６
０
地
点
ず
つ
、
３
年
も
し
く

は
５
年
ご
と
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
区
で
委
嘱
し
て
い
る
文
化
財
保
護
推
進

協
力
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
力
員
の
中
か
ら
１２
名
の
有
志
を
募

り
、
定
点
観
測
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成

し
、
写
真
・
カ
ー
ド
の
整
理
や
調
査
方
針
に

つ
い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
を
始
め
て
今
年
で
１６
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
に
も
街
は
大
き
く
そ
の

姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
こ
れ
ま
で

記
録
し
た
街
並
み
の
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
紹
介
す
る
の
は
定
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
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深
川
北
部
（
仙
台
堀
川
以
北
）
　�

区
道
が
消
え
た
！�

�

　
上
の
写
真
は
元
加
賀
小
学
校
の
西
に
通

っ
て
い
た
南
北
の
道
路
を
北
方
向
に
撮
っ

た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
古
び
た
清
砂
ア

パ
ー
ト
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

再
開
発
が
行
わ
れ
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
、
区
道
も
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

紀
長
伸
銅
所�

�

　
清
洲
橋
通
り
の
交
差
点
か
ら
小
名
木
川

に
架
か
る
西
深
川
橋
を
写
し
て
い
ま
す
。

向
か
っ
て
左
側
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
右
側
に
あ
っ
た

紀
長
伸
銅
所
は
平
成
１４
年
に
解
体
さ
れ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。�

（
島
内
康
光
、日
紫
喜
一
史
、三
嶽
俊
司
）�

1995年11月撮影�旧�

旧�

新�

新�

2007年11月撮影�

1994年1月撮影�2006年2月撮影�

き�

ち
ょ
う�

し
ん�

ど
う�

じ
ょ�

深
川
南
部
・
臨
海
（
仙
台
堀
川
以
南
）�

老
若
男
女
が
、行
き
交
う
街
に�

�

　
こ
の
写
真
は
豊
洲
駅
交
叉
点
よ
り
晴
海

通
り
を
北
西
に
望
ん
だ
も
の
で
す
。
上
の

写
真
は
平
成
１２
年
に
写
し
た
も
の
で
、
正

面
に
日
本
ユ
ニ
シ
ス
本
社
ビ
ル
が
、
ポ
ツ

ン
と
み
え
て
い
ま
す
。
晴
海
通
り
の
両
側

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
囲
ま
れ
て
、
Ｉ

Ｈ
Ｉ
の
工
場
や
建
物
が
あ
り
ま
す
。
下
の

写
真
は
平
成
１９
年
に
写
し
ま
し
た
。
豊
洲

駅
前
交
差
点
の
上
に
は
、
「
ゆ
り
か
も
め
」

が
延
び
、
豊
洲
公
園
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
整
備
さ
れ
、
交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。
晴
海
通
り
西
側
に
は
ら
ら
ぽ
ー
と

豊
洲
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
、
い
ま
話
題
の
「
キ

ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」
な
ど
が
開
場
し
ま
し
た
。

晴
海
通
り
東
側
に
は
、
芝
浦
工
業
大
学
が

移
転
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
１９
年

４
月
に
豊
洲
北
小
学
校
が
開
校
し
、
以
前

に
は
見
か
け
な
か
っ
た
、
ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー

を
押
し
、
小
さ
な
子
供
の
手
を
引
く
若
い

母
親
や
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
子
供
の

姿
が
数
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
に
囲
ま
れ
た
街

か
ら
、
高
層
ビ
ル
街
へ
。
そ
の
周
囲
に
植

え
ら
れ
た
緑
の
街
路
樹
。
学
生
の
街
で
あ

り
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
達
が
集
う
街
に
豊

洲
は
変
わ
り
ま
し
た
。�

（
木
村
敏
子
、長
公
子
、山
本
利
）�

2000年2月撮影�

2007年1月撮影�

旧�

新�
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城
東
北
部
（
亀
戸
・
大
島
）
　�

４
地
区
の
架
け
橋
完
成�

�

　
小
名
木
川
と
横
十
間
川
が
交
わ
る
場
所

を
北
か
ら
写
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
大
島
・

猿
江
・
北
砂
・
扇
橋
の
４
地
区
を
結
ぶ
ク

ロ
ー
バ
ー
橋
が
、
平
成
６
年
１２
月
に
完
成
し
、

不
便
だ
っ
た
こ
の
地
域
も
今
は
縦
横
に
人
々

が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
の
南
に

は
「
東
海
道
四
谷
怪
談
・
隠
亡
堀
の
場
」

の
舞
台
に
な
っ
た
岩
井
橋
が
あ
り
ま
す
。�

工
場
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
へ�

�

　
京
葉
道
路
の
南
側
を
写
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
亀
戸
の
駅
か
ら
見
え
た
精
工
舎
の

工
場
は
現
在
、
新
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
「
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
し
て
若
い
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
西
隣
の
緑
道
公

園
は
昭
和
４７
年
ま
で
都
電
が
通
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
公
園
内
に
車
軸
と
説
明
板
が

あ
り
、
当
時
の
面
影
が
う
か
が
え
ま
す
。�

（
岩
渕
和
恵
、坂
本
住
子
、常
澤
愛
子
）�

1992年11月撮影�2007年11月撮影�

1992年8月撮影�2007年11月撮影�

旧�

旧�

新�

新�

お
ん�

ぼ
う�

ぼ
り�

城
東
南
部
（
砂
町
）�

東
京
メ
ト
ロ
南
砂
町
駅
前�

�

　
地
下
鉄
東
西
線
は
昭
和
４４
年
に
東
陽
町

〜
西
船
橋
間
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
当

時
の
南
砂
町
駅
の
入
口
は
西
口
と
東
口
の

２
ヶ
所
で
し
た
が
、
平
成
１３
年
に
南
口
（
３

番
出
入
口
）
が
完
成
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
完
成
し

て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
２
枚
の
写
真
は

駅
の
南
側
に
並
走
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
道
路
を
「
南
砂
駅
前
公
園
」
交
差
点
か

ら
日
曹
橋
方
面
（
西
方
向
）
に
写
し
た
も

の
で
す
。
開
業
当
初
は
洲
崎
川
か
ら
延
び

る
運
河
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸
壁
が
連

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後
年
に
埋
め
立
て

ら
れ
て
、
平
成
１０
年
の
写
真
（
上
）
で
は

南
口
の
位
置
は
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
の
写
真
（
下
）
と
比
べ
る
と
、

佐
川
急
便
の
立
体
駐
車
場
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
相
互
通
行
だ
っ
た
道
が
一
方
通
行

に
な
り
、
駅
の
上
に
は
１４
階
建
て
の
高
層

住
宅
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
駅
南
口
周

辺
に
は
順
天
堂
東
京
江
東
高
齢
者
医
療
セ

ン
タ
ー
や
高
層
住
宅
が
で
き
、
街
の
風
景

は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
南
砂
駅
南
側

の
９
年
間
の
街
並
の
変
化
が
定
点
観
測
調

査
で
わ
か
り
ま
す
。�

（
井
戸
勝
朗
、
中
村
智
幸
、
箕
輪
一
夫
）�

1998年12月撮影�

2007年11月撮影�新�

旧�
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は
じ
め
に

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
。
こ
の
米
の
取

引
と
江
東
区
と
の
つ
な
が
り
は
、
き
わ
め
て

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。「
江
戸
の
倉
庫
」

で
あ
っ
た
深
川
に
は
多
く
の
米
商
人
が
活
躍

し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
期
に
入
る
と
佐
賀

町
に
正
米
市
場
が
開
か
れ
、
米
穀
流
通
の
拠

点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
明
治
時
代

に
お
け
る
米
取
引
の
仕
組
み
を
見
な
が
ら
、

米
問
屋
に
焦
点
を
あ
て
て
、
深
川
の
商
人
た

ち
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ
　
深
川
の
米
問
屋

明
治
期
の
米
問
屋
に
は
米
穀
べ
い
こ
く

問ど
ん

屋や

と
廻
米
か
い
ま
い

問ど
ん

屋や

と
い
う
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

米
穀
問
屋
は
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
一
般
的

な
問
屋
で
す
。
一
方
、
廻
米
問
屋
は
明
治
の

初
め
頃
に
現
れ
、
産
地
で
大
量
の
米
を
仕
入

れ
て
米
穀
問
屋
と
取
引
す
る
巨
大
な
問
屋
で
、

明
治
前
期
か
ら
中
期
の
米
の
流
通
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
全
国
各
地
か
ら
江
戸
に
米
が

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
大
き
く

２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
租
税
と
し

て
領
主
に
納
め
ら
れ
た
年
貢
米
が
、
そ
の
産

地
か
ら
江
戸
の
蔵
屋
敷
に
送
ら
れ
て
く
る
も

の
（「
領
主
米
」）、
そ
れ
か
ら
年
貢
米
以
外
の

米
の
う
ち
の
一
部
が
、
商
品
と
し
て
市
場
で

取
引
さ
れ
て
江
戸
へ
運
ば
れ
て
く
る
も
の

（「
商
人
米
」）
で
す
。

そ
し
て
、
江
戸
に
集
ま
っ
た
こ
れ
ら
の
米

は
、
米
穀
問
屋
を
通
し
て
、
精
米
し
小
売
す

る
市
中
の
白
米
商
へ
と
流
れ
て
い
き
、
最
終

的
に
消
費
者
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
、
廃
藩
置

県
や
地
租
改
正
に
よ
っ
て
領
主
制
が
解
体
し
、

年
貢
米
も
消
滅
し
た
た
め
、
米
の
流
通
は
大

き
く
変
貌
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
領
主

が
年
貢
米
を
、
産
地
か
ら
江
戸
へ
輸
送
す
る

と
い
う
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
れ

を
新
た
に
廻
米
問
屋
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
東
京
の
近
郊
、
す
な
わ
ち
関
東
や

東
北
地
方
南
部
を
産
地
と
す
る
米
を
地
廻
米

じ
ま
わ
り
ま
い

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
米
穀
問
屋
が
直
接

取
り
扱
い
ま
し
た
が
、
北
東
北
や
関
西
・
東

海
な
ど
遠
隔
地
の
米
は
、
廻
米
問
屋
に
よ
っ

て
取
引
さ
れ
、
米
穀
問
屋
に
卸
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

特
に
深
川
に
は
大
き
な
廻
米
問
屋
が
何
軒

も
店
を
構
え
、
水
運
の
利
か
ら
全
国
各
地
の

米
が
集
ま
っ
て
、
米
流
通
の
一
大
中
心
地
と

し
て
栄
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

１
８
９
０
年
代
以
降
に
な
る
と
、
遠
隔
地
、

特
に
九
州
地
方
と
の
米
の
取
引
が
盛
ん
に
な

り
、
ま
た
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
米
も

大
量
に
入
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ
　
廻
米
問
屋
の
台
頭

さ
て
、
豊
富
な
資
金
や
廻
船
・
倉
庫
な
ど

の
設
備
を
有
し
た
大
き
な
米
穀
問
屋
、
ま
た

魚
肥
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
有
力
な
問
屋
た
ち

が
廻
米
問
屋
業
に
乗
り
出
し
、
台
頭
し
て
い

き
ま
す
。
大
量
取
引
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

定
期
市
場
が
整
備
さ
れ
、
取
引
・
決
済
の
方

法
が
確
立
す
る
な
ど
、
廻
米
問
屋
が
活
躍
す

る
条
件
も
整
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
資
金
力

や
信
用
の
な
い
廻
米
問
屋
は
淘
汰
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
明
治
１６
年
（
１
８
８
３
）、

主
要
な
廻
米
問
屋
１８
名
が
同
業
者
の
組
合
で

あ
る
仲
間
組
織
を
形
成
し
ま
し
た
。
そ
の
発

起
人
に
は
渋
沢
栄
一
の
い
と
こ
の
渋
沢
喜
作

（
深
川
区
万
年
町
）、
三
井
物
産
社
長
の
益
田

孝
、
深
川
の
有
力
な
商
人
で
あ
る
奥
三
郎
兵

衛
（
同
区
堀
川
町
）
や
中
村
清
蔵
（
同
区
材

木
町
）
ら
が
名
を
連
ね
ま
し
た
。

そ
の
後
こ
の
仲
間
組
織
は
、
明
治
１８
年

（
１
８
８
５
）
に
「
東
京
廻
米
問
屋
組
合
」
と

な
り
、
佐
賀
町
に
「
東
京
深
川
廻
米
問
屋
市

場
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
市

場
は
現
物
の
米
を
取
引
す
る
「
正
米
取
引
」

の
市
場
で
あ
り
、
中
庭
を
囲
ん
で
回
廊
式
に

な
っ
た
フ
ロ
ア
に
は
事
務
所
の
ほ
か
、
廻
米

問
屋
、
仲
次
店
（
仲
買
）
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
東
京
市
内
各
地
の

米
穀
問
屋
た
ち
は
、
仲
次
店
を
介
し
て
廻
米

問
屋
と
現
物
の
米
を
取
引
し
た
の
で
す
。

こ
の
建
物
は
震
災
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）、
鉄
筋
３
階
建
て
の

ビ
ル
に
建
て
な
お
さ
れ
、「
食
糧
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
」
の
名
で
平
成
１４
年
ま
で
佐
賀
町
に
現
存

し
て
い
ま
し
た
。
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Ⅲ
　
深
川
の
廻
米
問
屋
の
横
顔

さ
て
こ
こ
で
、
先
述
し
た
廻
米
問
屋
の
仲

間
組
織
の
発
起
人
で
あ
り
、
深
川
に
ゆ
か
り

の
深
い
奥
三
郎
兵
衛
と
中
村
清
蔵
に
つ
い
て
、

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
三
郎
兵
衛
は
深
川
を
代
表
す
る
有
力
な

豪
商
で
す
が
、
晩
年
に
は
衆
議
院
議
員
に
当

選
し
て
政
界
に
も
進
出
し
ま
し
た
。
煎
茶
道

に
精
通
し
、
ま
た
紀
行
文
の
著
者
と
し
て
も

有
名
で
す
。
塩
原
温
泉
に
別
荘
「
静
寄
軒
」

を
構
え
、
同
地
の
紀
行
文
『
塩
渓
紀
勝
』
を

著
し
て
い
ま
す
。
塩
原
新
道
の
整
備
を
お
こ

な
っ
た
三
島
通
庸
、
塩
原
で
『
金
色
夜
叉
』

を
執
筆
し
た
尾
崎
紅
葉
と
と
も
に
、
塩
原
温

泉
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
た
「
塩
原
温
泉
三

恩
人
」
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
じ
く
、
中
村
清
蔵
も
有
力
な
深
川

の
商
人
で
す
が
、
地
元
で
味
噌
醸
造
に
も
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
澄
に
あ
る
中

村
中
学
校
・
中
村
高
等
学
校
の
創
始
者
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
教
育
に
も

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

Ⅳ
　
米
穀
問
屋
の
台
頭

米
穀
問
屋
は
、
一
般
に
資
金
力
に
限
界
が

あ
り
、
ま
た
大
き
な
倉
庫
や
船
な
ど
も
も
て

ず
、
廻
米
問
屋
の
事
業
に
は
参
入
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
彼
ら
も
、
明
治
中
後
期

に
な
る
と
、
遠
方
の
産
地
と
も
直
接
取
引
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

民
間
で
銀
行
や
倉
庫
業
が
発
達
し
て
く
る

と
、
中
小
の
米
穀
問
屋
に
も
新
た
な
取
引
の

チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、

鉄
道
輸
送
が
発
達
し
て
、
取
引
の
単
位
が
船

一
艘
か
ら
貨
車
一
台
に
小
口
化
す
る
と
、
米

穀
問
屋
は
、
廻
米
問
屋
を
介
さ
ず
に
、
産
地

と
機
敏
に
直
接
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
三
井
物
産
の
理
事

会
の
議
案
『
明
治
二
十
九
年
上
半
季
理
事
会

議
按
』
に
あ
る
「
三
井
物
産
会
社
深
川
出
張

店
ニ
関
ス
ル
報
告
」（
三
井
文
庫
所
蔵
）
な
ど

に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
深
川
で
廻
米

問
屋
業
を
営
ん
で
い
た
三
井
物
産
深
川
出
張

所
は
、「
今
日
ノ
如
ク
交
通
機
関
已
ニ
発
達
シ
、

銀
行
業
・
倉
庫
会
社
ノ
日
ニ
精
ヲ
加
フ
ル
ノ

当
時
ニ
至
テ
ハ
、
其
業
務
ノ
大
半
ヲ
挙
ケ
テ

他
ニ
奪
ヒ
去
ラ
ル
ヽ
ニ
至
ル
ハ
数
ノ
免
レ
ザ

ル
処
ナ
リ
」
と
、
廻
米
問
屋
業
を
取
り
ま
く

き
び
し
い
状
況
を
述
べ
、
撤
退
を
申
し
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
３１
年
（
１
８
９
８
）
１２
月
発

行
の
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
は
、
奥
三

郎
兵
衛
の
名
前
を
廻
米
問
屋
と
し
て
で
は
な

く
、
肥
料
商
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
明
治
後
期
に
な
る
と
、
廻
米
問
屋

が
後
退
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

日
本
銀
行
調
査
局
『
米
の
取
引
』（
１
９
３

２
年
）
に
は
「
近
来
汽
車
積
の
発
達
の
た
め

売
買
単
位
が
次
第
に
少
さ
く
な
り
、
…
…
船

積
の
時
代
に
は
船
繰
の
関
係
上
一
船
少
く
と

も
数
千
石
積
載
し
た
た
め
、
自
然
時
に
多
大

な
る
資
本
を
必
要
と
し
た
が
、
汽
車
積
に
あ

つ
て
は
一
貨
車
さ
へ
纏
れ
ば
輸
送
し
得
る
か

ら
運
転
資
金
も
極
め
て
少
額
で
足
り
る
こ

と
ゝ
な
つ
た
。
…
…
産
地
よ
り
直
接
買
入
を

行
ふ
こ
と
ゝ
な
り
、
…
…
」
と
い
う
記
載
か

ら
は
、
鉄
道
輸
送
の
発
達
と
荷
口
の
小
口
化

に
よ
り
、
資
金
力
の
乏
し
い
米
穀
問
屋
で
も
、

直
接
産
地
か
ら
の
仕
入
れ
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
米
穀

問
屋
は
、
近
代
的
な
制
度
や
機
関
が
整
う
に

し
た
が
っ
て
再
び
発
展
の
き
っ
か
け
を
つ
か

ん
だ
の
で
す
。
同
時
に
東
京
の
米
取
引
の
拠

点
は
、
深
川
か
ら
鉄
道
の
貨
物
駅
に
次
第
に

シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
に
着
い
た
米
は
、
重
量

が
あ
る
の
で
船
で
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
貨
物
の
到
着
駅
は
み
な
水
路
に
接
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
も
と
も
と
貨
物
駅
で
あ

っ
た
秋
葉
原
駅
は
、
神
田
川
に
接
し
て
い
ま

す
。
深
川
と
並
ぶ
正
米
取
引
市
場
の
神
田
川

市
場
は
、
こ
の
秋
葉
原
駅
の
間
近
に
あ
り
ま

し
た
。
東
北
本
線
沿
線
の
産
地
の
米
が
、
鉄

道
に
よ
っ
て
大
量
に
秋
葉
原
に
続
々
と
到
着

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
神
田
川
市
場
は
大
い

に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
神
田
川
市
場

に
は
多
く
の
米
穀
問
屋
が
集
ま
っ
て
お
り
、

明
治
末
に
な
る
と
深
川
に
迫
る
勢
い
で
取
引

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

※
こ
の
記
録
は
、
昨
年
１０
月
４
日
（
木
）
に

行
わ
れ
た
講
演
会
の
要
旨
で
す
。

食糧ビルディング 2002

東京深川廻米問屋市場　場内　（佐々木信義編『東京廻米問
屋組合深川正米市場五十年史』東京廻米問屋組合、1937より）
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こ
の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
。
東
京
湾
に
広
が
る
埋
立
地
、
あ

る
い
は
運
河
な
ど
、
ま
ず
は
現
在
も
変
化
し

続
け
る
光
景
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。
高
層

ビ
ル
が
林
立
し
、
高
速
道
路
が
走
る
街
の
風

景
は
、
ま
さ
に
都
会
そ
の
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
臨
海
地
域
の
開
発
と
と
も
に
、
海
は
次

第
に
南
下
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
か
ら
１
０
０
年
、
い
や
５０
年

も
さ
か
の
ぼ
る
と
、
現
在
の
江
東
区
に
は
、

少
し
違
っ
た
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

遠
浅
の
砂
浜
で
魚
介
類
や
海
苔
の
生
産
が
行

わ
れ
、
食
生
活
を
支
え
て
い
た
の
で
す
。
海

が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
当
時
、
人
々
の
生
活

は
、
海
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
江
東
区
と
海
の
関
り
に
つ
い
て
、

少
し
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
代
は
、
明

治
末
か
ら
大
正
の
こ
ろ
で
、
場
所
は
「
深
川

浜
」
で
す
。
人
々
の
生
活
を
通
し
て
、
当
時

の
様
子
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
治
42
年
の
古
石
場

明
治
以
降
の
深
川
浜
地
域
は
、
永
代
橋
か

ら
門
前
仲
町
に
至
る
永
代
通
り
の
ほ
ぼ
南
部

地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
通
り
の
北
側

に
位
置
す
る
福
住
あ
た
り
も
含
み
ま
す
が
、

ほ
ぼ
永
代
一
丁
目
か
ら
古
石
場
に
い
た
る
地

域
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
、
昭
和

３７
年
ま
で
海
を
仕
事
場
と
し
て
漁
業
を
営
む

多
く
の
漁
師
や
そ
の
関
係
者
が
居
住
し
て
い

ま
し
た
。

ま
ず
、
下
段
の
絵
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
、『
東
京
名
所
図
会
』（
深
川
区
・
深
川

公
園
之
部
）
に
収
録
さ
れ
た
「
深
川
古
石
場

町
潮
除
堤
の
眺
望
」
で
す
。
こ
の
絵
を
通
し

て
、
ま
ず
は
明
治
末
の
浜
の
様
子
を
訪
ね
ま

し
ょ
う
。

絵
の
中
央
に
は
、
東
西
に
高
く
築
か
れ
た

堤
が
あ
り
、
海
か
ら
居
住
地
が
守
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
海
側
に
は
、
昔
か

ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
干
潟
の
風
景
が
広
が

り
、
一
方
の
居
住
地
側
に
は
、
昔
か
ら
の
家

並
み
が
続
く
中
、
近
代
の
象
徴
と
も
い
う
べ

き
工
場
の
煙
突
が
２
本
建
ち
、
黒
煙
を
吐
い

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、
江
戸
と
近
代
が
入
り
混
じ

る
風
景
の
中
、
人
々
の
生
活
の
様
子
も
き
っ

ち
り
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
天
秤
棒
を
担
ぐ

棒
手
振

ぼ
て
ふ
り

、
あ
る
い
は
梯
子
は
し
ご

を
肩
に
担
ぐ
植
木

職
風
の
職
人
の
姿
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
土
手
沿
い
の
家
で
は
、
囲
碁
（
ま

た
は
将
棋
）
を
打
つ
２
人
の
姿
、
そ
の
奥
で

は
髪
結
い
の
様
子
も
描
か
れ
て
お
り
、
明
治

４２
年
と
は
い
え
、
当
時
の
古
石
場
に
は
、
い

ま
だ
江
戸
時
代
と
“
同
じ
時
間
”
が
流
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
な
か
に
、
浜
の
象
徴

的
な
も
の
を
探
す
と
、
土
手

を
歩
く
人
物
が
、
背
中
に
鶴

を
描
い
た
「
萬
祝
ま
い
わ
い

」
を
着
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す

①
。
萬
祝
は
、
大
漁
の
と
き
、

網
元
な
ど
か
ら
漁
師
に
配
ら

れ
た
も
の
で
、
の
ち
に
は
祝

事
の
と
き
な
ど
に
揃
っ
て
着

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
そ
の
萬
祝
を
着
て
、

土
手
を
歩
く
姿
は
、
ま
さ
に

こ
こ
が
浜
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
工

場
手
前
の
土
手
沿
い
に
は
、

二
張
の
網
が
干
し
て
あ
り
ま

す
②
。
漁
師
に
と
っ
て
、
網

干
し
場
の
確
保
は
、
魚
を
捕

獲
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
非

常
に
重
要
で
し
た
。
絵
を
見

る
限
り
で
は
、
家
が
建
て
込
ん
だ
状
況
の
な

か
、
横
に
広
げ
る
場
所
は
ほ
と
ん
ど
確
保
で

き
ず
、
立
て
て
広
げ
る
形
を
と
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
干
し
方
が
、

こ
の
あ
た
り
で
は
一
般
的
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
古
石
場
を
描
い
た
１
枚
の

絵
の
中
に
、
明
治
末
に
お
け
る
深
川
浜
の
生

活
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

万祝（千葉県立安房博物館蔵）

『東京名所図会』（深川区・深川公園之部）より引用

1�

2
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た
っ
た
１
枚
の
絵
と
は
い
え
、
多
く
の
情
報

が
隠
さ
れ
て
お
り
、
絵
の
も
つ
「
情
報
力
」

を
感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
浜
を
象
徴
す
る

漁
師
や
魚
貝
の
販
売
な
ど
に
関
わ
る
人
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
風
景
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
人
々
は
、
漁
師
た
ち
が
捕
っ

た
魚
介
類
の
一
部
の
消
費
者
で
も
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
大
正
５
年
に
深
川
区
役
所
が
刊
行

し
た
『
深
川
区
史
』
に
は
、
そ
の
こ
と
を
端

的
に
示
す
写
真
が
あ
り
ま
す
。「
黒
江
町
の
魚

市
場
」
と
題
さ
れ
た
写
真
が
そ
れ
で
す
。

次
に
、
そ
の
写
真
か
ら
当
時
の
魚
市
場
の

様
子
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

黒
江
町
の
夕
河
岸

黒
江
町
の
魚
市
場
は
、
現
在
の
永
代
２
丁

目
あ
た
り
に
毎
日
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

写
真
に
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
記
さ
れ
て

い
ま
す

黒
江
町
の
電
車
停
留
場
の
南
側
歩
道
に

毎
日
午
過
ぎ
か
ら
魚
の
小
買
市
が
立
つ
。

こ
こ
で
は
築
地
の
市
場
か
ら
来
る
魚
も

扱
ふ
が
そ
れ
ら
と
混
っ
て
地
の
も
の
を

も
鬻ひ

さ

い
で
い
る
。
不
動
の
縁
日
な
ど
に

夕
方
雑
沓
し
て
い
る
中
を
縁
喜
も
の
を

さ
さ
げ
て
蛤
や
浅
蜊
や
シ
ジ
ミ
や
さ
て

は
カ
レ
イ
や
コ
チ
等
、
時
に
は
生
洲
に

泳
が
せ
て
い
る
の
を
素
見
し
て
行
く
有

様
は
深
川
気
分
の
濃
厚
な
一
つ
の
場
面

と
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
文
章
は
、『
深
川
区
史
』（
１
９
２
６
）

の
編
さ
ん
に
関
わ
っ
た
人
の
手
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
少
な
く
と
も
８０
数
年
以
前
に
行
わ

れ
て
い
た
様
子
を
伝
え
る
、
貴
重
な
内
容
と

い
え
ま
す
。
当
時
、
こ
の
市
は
「
黒
江
町
の

夕
河
岸
」
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
さ
に
江
戸
前

で
捕
っ
た
魚
介
類
を
昼
過
ぎ
か
ら
夕
の
う
ち

に
販
売
す
る
こ
と
で
有
名
で
し
た
。
文
章
に

あ
る
と
お
り
、
そ
こ
で
は
深
川
浦
の
魚
な
ど

も
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
深
川
不
動
の

縁
日
の
雑
踏
の
な
か
、
夕
河
岸
を
横
目
に

「
素
見
」
し
て
行
く
様
子
が
、
い
か
に
も
深
川

ら
し
い
場
面
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

蛤
・
浅
蜊
・
シ
ジ
ミ
の
ほ
か
、
カ
レ
イ
・
コ

チ
な
ど
を
生
簀
に
泳
が
せ
て
い
た
様
子
が
目

に
浮
か
び
ま
す
が
、
ま
さ
に
深
川
不
動
の
縁

日
の
賑
い
と
と
も
に
深
川
の
象
徴
的
存
在
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
市
は
区
史
の
出
版
当
時
、

実
際
に
開
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
写

真
も
ま
た
貴
重
と
い
え
ま
す
。

写
真
左
側
の
永
代
通
り
に
は
市
電
が
走
り
、

そ
の
通
り
沿
い
に
板
を
敷
い
て
出
店
が
並
ん

で
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
手
前
の
店
を

見
る
限
り
で
は
、
板
の
上
に
ザ
ル
を
置
き
、

そ
の
上
に
魚
が
２
尾
づ
つ
乗
せ
て
あ
り
ま
す
。

店
に
は
、
水
を
た
め
た
大
き
な
桶
が
あ
り
、

そ
の
上
に
マ
ナ
イ
タ
と
包
丁
ら
し
き
も
の
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
に
い
る
人
は
、

魚
を
さ
ば
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

こ
の
写
真
だ
け
で
は
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
風
体
を
見
る
限
り
で
は
、
漁
師

の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
捕
っ
て
き

た
魚
を
漁
師
が
そ
の
ま
ま
売
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
深
川
浜
は
、
漁
業
に
従
事
し
た
漁

師
だ
け
で
な
く
、
流
通
に
か
か
わ
る
人
々
も

多
く
生
活
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
も

う
少
し
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
深
川
魚
市
場
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
少

し
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

深
川
魚
市
場

深
川
魚
市
場
は
、「
黒
江
町
の
夕
河
岸
」
と

は
別
の
も
の
で
、
永
代
通
り
南
側
に
位
置
し

た
大
島
川
（
現
在
の
大
横
川
）
沿
い
の
大
島

町
や
中
島
町
・
蛤
町
（
現
永
代
１
・
２
、
門

前
仲
町
１
付
近
）
が
そ
の
舞
台
で
し
た
。

深
川
魚
市
場
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
明
治

１３
年
（
１
８
８
０
）
で
し
た
。『
東
京
都
中
央

卸
売
市
場
史
』
に
よ
れ
ば
、
深
川
区
の
「
最

辺
端
」
の
場
所
で
、
通
行
人
も
少
な
い
た
め
、

そ
の
妨
害
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、
土
地
の
広

い
越
中
島
に
隣
接
し
、
自
然
衛
生
上
の
憂
い

も
な
い
た
め
、
東
京
府
の
許
可
が
下
り
た
と

い
い
ま
す
。
扱
っ
た
魚
類
は
、
タ
イ
、
ク
ロ

ダ
イ
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
バ
、
ボ
ラ
、

マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
イ
ワ
シ
、
エ
ビ
な
ど
で
、

貝
類
は
、
ハ
マ
グ
リ
、
カ
キ
、
シ
ジ
ミ
な
ど

で
し
た
。
こ
れ
ら
魚
貝
類
は
主
に
仲
買
・
小

買
に
売
ら
れ
、
午
前
７
〜
８
時
頃
に
は
終
市

す
る
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。「
夕
河
岸
」
同

様
、
こ
の
魚
市
場
も
海
と
の
関
わ
り
が
深
い
、

深
川
な
ら
で
は
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
で
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
町
の

様
子
も
、
少
し
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る

と
、
現
代
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
絵
や
写

真
を
素
材
に
、
江
東
区
と
海
と
の
関
り
に
つ

い
て
、
少
し
だ
け
考
え
て
み
ま
し
た
。

（
文
化
財
専
門
員
　
出
口
宏
幸
）

黒江町の夕河岸（『深川区史』より引用）
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男
性
中
心
の
武
家
社
会
で
あ
っ
た
江
戸
時

代
、
文
芸
も
男
性
の
教
養
、
嗜
み
で
し
た
。

そ
の
中
で
女
性
俳
人
た
ち
は
、
女
性
ら
し
い

感
性
と
才
能
を
伸
ば
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
生

を
送
り
ま
し
た
。
芭
蕉
の
弟
子
で
あ
り
深
川

で
眼
科
医
を
し
な
が
ら
俳
諧
を
続
け
た
園そ
の

女め

。

九
州
下
関
に
生
ま
れ
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ず
ね

て
陸
奥
ま
で
旅
を
し
た
菊
舎
き
く
し
ゃ

。
奧
州
須
賀
川

で
俳
諧
を
志
し
亡
く
な
る
ま
で
に
四
千
の
作

品
を
残
し
た
多
代
た

よ

女じ
ょ

な
ど
、
当
館
所
蔵
資
料

の
う
ち
江
戸
時
代
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て

の
女
性
の
俳
句
の
黎
明
れ
い
め
い

を
展
示
し
ま
す
。

明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
女
性
た
ち
も
表
現

の
自
由
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
規
か

ら
虚
子
へ
引
き
継
が
れ
た
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

で
は
女
性
俳
句
の
場
が
設
け
ら
れ
、
長
谷
川

か
な
女
・
星
野
立た
つ

子こ

・
中
村
汀
女
て
い
じ
ょ

・
久
保
よ

り
江
・
本
田
あ
ふ
ひ
等
が
出
て

女
性
俳
句
の
流
れ
を
作
り
出
し

ま
し
た
。
大
正
・
昭
和
の
女
性

俳
人
た
ち
が
切
り
開
い
た
道
は
、

山
口
波
津
は

つ

女じ
ょ

・
鈴
木
真
砂
ま

さ

女じ
ょ

・

細
見
綾
子
・
下
田
実じ
つ

花か

・
加
藤

知
世
子
・
中
村
苑そ
の

子こ

ら
に
受
け

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
近
代
女
性
歌
人
の
草
分

け
で
あ
る
与
謝
野
晶
子
、
日
本
最
初
の
オ
ペ

ラ
歌
手
で
あ
る
三
浦
環
た
ま
き
、『
放
浪
記
』
で
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
林
芙
美
子
、
嘉
悦

学
園
創
始
者
の
嘉
悦
孝
、
女
性
と
し
て
初
の

帝
展
特
選
を
得
た
画
家
生い
く

田た

花か

朝
ち
ょ
う

女じ
ょ

な
ど
、

近
代
の
思
想
家
、
作
家
、
芸
術
家
た
ち
の
資

料
も
展
示
し
ま
す
。
全
６２
点
の
資
料
か
ら
、

近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
文
芸
に
託
し
た

女
性
た
ち
の
心
と
生
き
方
を
じ
っ
く
り
と
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。（
芭
蕉
記
念
館
中
村
美
樹
子
）長谷川かな女・三浦環・与謝野晶子短冊

芳年筆・都幾百姿加賀の千代女図
（明治22年）

現
在
、
区
内
に
は
歴
史
や
文
化
財
な
ど
を
勉

強
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
が
９
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
号
か
ら
各
会

の
活
動
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

江
東
区
の
文
化
と
自
然
を
愛
す
る
会

略
称
「
愛
江
会
」
と
い
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
教
育
委
員
会
主
催
の
文
化
財
講
習
会
修
了

者
や
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
な
ど
で
す
。
月

２
回
の
例
会
を
中
心
に
活
動
を
続
け
、
今
年
で

７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、
区
に

関
連
す
る
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
庶
民
生
活
を

テ
ー
マ
に
各
自
が
報
告
す
る
ク
ロ
マ
ツ
と
、
江

東
区
の
材
料
が
多
い
平
岩
弓
枝
氏
の
『
御
宿
か

わ
せ
み
』
を
読
み
、
時
代
背
景
や
風
俗
を
勉
強

す
る
サ
ザ
ン
カ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
例
会
１
０
０
回
を
記
念
し
て
公
開
学

習
会
を
開
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お

越
し
下
さ
い
。
入
会
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

２
月
１１
日
（
祝
）
午
後
２
時
か
ら

会
場

教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
第
３
研
修
室

（
東
陽
２
―
３
―
６
）

定
員

３０
名
（
区
内
在
住
者
限
定
）
無
料

内
容

①
歌
川
広
重
『
名
所
江
戸
百
景
』
に
描

か
れ
た
区
内
の
名
所
を
解
説
し
ま
す
。

＊
参
加
者
に
は
当
日
、『
こ
う
と
う
文

化
財
ま
っ
ぷ
』
を
進
呈
し
ま
す
。

②
『
御
宿
か
わ
せ
み
』文
庫
版
２８
巻「
佐

助
の
牡
丹
」を
題
材
に
報
告
し
ま
す
。

申
込
方
法

は
が
き
に
「
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
」
を
記
入
し
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
案

内
状
を
お
送
り
し
ま
す
（
１
月
３０
日
〆
）。

〒
１３５
―

００
１６
東
陽
２
―

３
―

６
―

５１４

福
島
浩
之
宛

＊
個
人
情
報
は
本
学
習
会
の
連
絡
以
外
使
用
し
ま
せ
ん
。

富
岡
八
幡
宮
西
側
参
道
の
入
口
の
脇
に
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
鳥
居
が
置
か
れ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
も
と
も
と
八
幡

宮
の
正
面
参
道
入
口
に
建
っ
て
い
た
二
ノ
鳥

居
で
す
。
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
８
月
に

町
火
消
「
二
組
」
が
奉
納
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
現
在
地
に
移
築
さ
れ
、
平
成
４
年
に
新

た
な
鳥
居
が
で
き
た
時
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
鳥
居
の
側
柱
に
は
下
の
写
真
の
マ
ー

ク
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
９
年

か
ら
１１
年
の
間
に
内
務
省
地
理
局
が
測
量
の

た
め
に
刻
ん
だ
高
低
几き

号ご
う

で
す
。
同
じ
も
の

が
洲
崎
神
社
の
波
除
碑
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

（
文
化
財
専
門
員
　
赤
澤
春
彦
）


